
Ⅰ．はじめに

　宮崎県内で壮齢スギ人工林内に集団的に葉枯れ症状を示す衰退
現象（以下，集団葉枯症）の発生が増加傾向にあり，森林所有者
の中には，集団葉枯症が中・壮齢林で多発していることから，長
伐期施業に対して不安視する声もある。
　これまで衰退の原因として，葉枯れ性病害の可能性は低いとさ
れており（7），地形（11，13）や土壌要因（1，4，5）について
検討が行われているが，未だ解明に至っていない。今矢ら（6）
は本症の発生には土壌養分のうち交換性Ｋの欠乏が大きく関与し
ている可能性が高いとしているが，低交換性Ｋ土壌であっても発
症していない林分もあると報告している。
　本試験では，同一林分内で発症している箇所と未発症の箇所が
ある林分を対象に，それぞれの土壌表層の交換性塩基の状態につ
いて検討を行ったので，その概要を報告する。

Ⅱ．調査地の概要と調査方法

  調査地は美郷町西郷区内の区有林（北緯３２°２６′，東経１３１°２４′），
延岡市北方町内の私有林（北緯３２°３４′，東経１３１°２７′）及び椎葉
村内の県有林（北緯３２°２７′，東経１３１°７′）の３箇所である。聞き
取り調査により，いずれの林分も集団葉枯症が発生して数年が経
過しているが，衰退の進展状況については不明である。　調査区
の設定はそれぞれの林分を遠望し，さらに林分内で集団葉枯症の
発症の有無を確認しながら，発症している箇所（以後，被害区）
と未発症の箇所（健全区）に分けて行った。なお，衰退度の評価
は黒木ら（8）が提案した基準によって行った。
　各林分の被害区，健全区に半径１０m（椎葉村は８m）の円形の

調査区を設け，林分調査を行った。また，可能な限り調査区から
針葉を採取し，DNA分析用試料とした。なお，調査区の概要は
表－１のとおりである。
  土壌はそれぞれの調査区内から５点を選び，４００ml土壌円筒を
用い表層から５cmの深さまで採取した。採取した土壌は実験室
で風乾後，その一部を分析用試料とした。pH（H２O）はガラス電
極法，交換性塩基については０．０５M酢酸アンモニウム溶液及び
０．００１４M塩化ストロンチウム溶液で抽出後，原子吸光法で測定
した（9）。

Ⅲ．結果と考察

１．調査林分の特徴
　在来種との照合の結果，美郷町の被害区でトサグロ，タノアカ
及びマアカ，同様に延岡市及び椎葉村でタノアカと一致し，延岡
市及び椎葉村で不明な個体がみられ，同一林分でも複数の品種が
混在していた。また，延岡市の健全区ではマアカがみられたこと
から，マアカが常に発症するとはいえない。
　林分の概況は表－２のとおりである。前田ら（10）は微地形と
個体サイズが本症の発症に与える影響を調査し，胸高直径が大き
い個体ほど発症する確率が高いとしている。本試験では，椎葉村
を除く２林分の被害区，健全区の胸高直径に差は見られなかった。
また，樹高についても美郷町及び延岡市のそれぞれの林分では同
程度，椎葉村の林分では健全区の方が小さく，個体サイズが集団
葉枯症の発症に影響している可能性が高いとした前報（2）とは
異なる結果となった。ただ，被害区のha当たり立木本数は健全
区より２３〜４０%低くなった。立木本数が異なるにも関わらず直径
にほとんど差が見られなかった原因として，以前の間伐時期，方
法及び間伐率の影響が考えられるが，この点については調査を
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表－１．調査地の概要
土壌型地質方位傾斜（度）斜面位置標高（m）調査区調査地
BD砂岩頁岩瓦層NE１３斜面中部３８０被害区

美郷町
BD砂岩頁岩瓦層N１０斜面中部３７０健全区
BD泥質千枚岩NE３１斜面中部３９０被害区

延岡市
BD泥質千枚岩NE３５斜面中部４００健全区
BD粘板岩・頁岩S２８斜面中部９２０被害区

椎葉村
BD粘板岩・頁岩NE２８斜面中部９３０健全区

表－２．林分の概況

衰退度収量
比数

平均H
（m）

平均DBH
（cm）

立木本数
（本/ha）調査区林齢調査地

１．５０．７８２５．８±０．１４３．８±６．１５７３被害区
５２美郷町

０　０．８６２５．３±０．９３９．４±６．５７９６健全区
１．５０．９１２３．０±１．３３１．２±４．７１１４６被害区

４６延岡市
０　０．９７２４．０±１．９３０．４±６．４１４９６健全区
２．００．７５２７．０±２．１５０．４±８．８４７８被害区

５８椎葉村
０　０．８３２４．０±０．４３７．５±４．８７９６健全区



行っておらず，今後は施業履歴等について検討を行う必要がある。
２．表層土壌の化学性
　土壌pHは被害区で４．６〜５．４，健全区で４．６〜５．４となり（図－
１），椎葉村の両区でやや低い傾向はみられたものの，被害区と
健全区で差は認められなかった。集団葉枯症は低pH土壌で多く
発症している（4）とされているが，本試験の健全区ではこの範
囲にあり，必ずしもpH値が低い箇所での発症があるとは言えな
い。
　交換性Ca，Mg及びK含量は図－２，３，４のとおりである。交
換性Ca，Mg及びK含量は被害区でそれぞれ５．４〜３７．７，０．７〜
４．８，０．４〜０．６meq／１００g，同様に健全区で５．１〜３３．１，０．６〜
２．９，０．４〜０．５meq／１００gであった。美郷町の両区ではCa及び
Mg含量がそれぞれ３０meq，２．０meq／１００gを超える高い値を示
す一方，その他の林分ではやや低い傾向がみられるが，伊藤の示
したスギの生長の良いスギ林分の値（3）と比べ，同じかやや低
い程度であり，衰退を引き起こすような含量ではないと考えられ
た。交換性Ｋ含量についてみると，九州地域の平均値（12）と
比べやや低い傾向にはあるが，被害区と健全区の含量に差はほと
んど見られないことから低交換性Ｋ条件が本症の発症に関与して
いるとは考えられない。交換性K含量に対するCa，Mg含量の比
（表－３）をみると，美郷町の両区，延岡市の健全区ではCa，
Mg含量は不均衡を生じている一方，それ以外の区では伊藤の示
した値（3）に近い比率で，いずれの林分でも健全区の方が被害
区より養分バランスの欠如は大きい傾向がみられる。すなわち，
これらが集団葉枯症を引き起こす可能性は低いと思われる。
　以上のことから，本試験では低pH，養分欠乏及びバランスの
不均衡が集団葉枯症の発症に関与して可能性は低いと考えられた。
また，限られた地域の林分数であったことから，今後はより広域
的かつ調査林分数を増やし，林分構造，品種及び環境要因等の詳
細な解析が必要であろう。
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表－３．養分バランス
MgCa調査区市町村
７６３被害区

美郷町
７８３健全区
２１３被害区

延岡市
４３２健全区
２１５被害区

椎葉村
１１０健全区

注）Kを１とした場合

図－１．各調査区のpH

図－２．調査区別の交換性Ca含量（meq/１００g）

図－３．調査区別の交換性Mg含量（meq/１００g）

図－４．調査区別の交換性K含量（meq/１００g）


